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６月教育委員会定例会議事録 

 

                    午後 １時２7 分開会・開議 

        平成３０年６月２２日（金） 

                    午後 ２時 ２分閉会・散会 

 

 平成３０年６月２２日御坊市教育委員会定例会を御坊市教育委員会会議

室に招集 

 

議事日程 

 日程第１ 議事録署名委員の指名 

 日程第２ 会期及び時間の決定 

 日程第３ 前回の議事録の承認 

日程第４ 教育長の報告 

 日程第５ 議  事 

      第２４号議案 御坊市教育委員会評価委員会委員の委嘱につ 

             いて承認を求めるの件 

日程第６ その他  

(1) 行事予定について  

(2) その他  

 日程第７ 次回開催日の決定  

  

委員等定数 ５名 

出席委員等 (４) ・奥 幹夫教育長 ・松井信明委員 ・柚瀬真規子委員 

・坂田 豊委員 

欠席委員  ( )  

 

説明のため出席した者の職・氏名 

・教育次長   箱 谷 徳 一 ・生涯学習課長 森 田    誠 

 ・教育総務課長 阪 本 興 平 
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本委員会の書記の職・氏名 

 ・教育総務課長補佐 森 久見子  

 

◎ 開会及び開議 

○ 奥教育長から開会を宣告する。 

 

◎ 日程第１ 議事録署名委員の指名 

○ 教育長から議事録署名委員に、坂田豊委員を指名する。 

 

◎ 日程第２ 会期及び時間の決定 

○ 教育長から本委員会の会期を本日限りとし、閉会予定時刻は午後２時

３０分を目処としたいとの提案をした。出席委員に異議なく、会期及び

時間を決定した。 

 

◎ 日程第３ 前回の議事録の承認 

 ○ 教育長が、全委員に対して意見等を求めたところ、特段の異議、意見

等なく、これを承認することとした。 

 

◎ 日程第４ 教育長の報告 

 １．校長会  

５月３１日の校長会では、教育長の伝達事項として、１点、連絡してい

ます。  

指導が不適切な教員に関する審査の申請については、例年、県教委から

この時期に通知がくるのですが、今年も来ていますので、校長先生方に相

談等あれば申し出てほしいということを伝えています。  

その後、議事に入りました。  

内容としましては、通学時の安全や熱中症事故の防止といった安全管理、

生徒指導関係、学力向上関係、それから、今年度、御坊市が力を入れて取

り組んでいる英語指導力向上事業等についての協議をしています。  

特に他はありませんでした。  

以上が校長会の主な内容です。  
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２．日高地方定例教育長会  

６月１１日の日高地方定例教育長会では、冒頭で３件の協力依頼がありま

した。  

1 件目は、御坊ライオンズクラブの方から、日高地方子供暗唱大会につい

てでした。今年度は平成３１年２月３日（日曜日）に市民文化会館で開催す

るそうで、それについての協力依頼がありました。 

２件目は、日高振興局企業産業課から、親子で企業探検ツアーについての

説明がありました。昨年も実施して好評だったので、今年も実施したいとい

うことでした。御坊市や日高郡には魅力的な企業が多くあり、ぜひ親子で参

加してもらいたいので、募集用のチラシを各学校へ配布してほしいという協

力依頼でした。 

３件目は、県教育委員会義務教育課から、ふるさとを知り、ふるさとへの

愛着を高めるといった目的で、中学生・高校生を対象にわかやまふるさと検

定を実施するので、協力してほしいというものでした。出題については、県

が作成している「わかやま何でも帳」と「わかやまの文化財ガイドブック」

から行い、検定するということでした。 

この３件の協力依頼の後、議事に入りました。 

議事については、いつものように日高教育支援事務所から、各種研修会の

案内や学校訪問についての説明がありました。それに加えて、学校人事課濱

上人事主事から、今年度の管理職候補者選考検査が行われますので、その要

項についての説明がありました。また、去年度に引き続き、県が新教育課程

に向けての説明会を平成３０年度も実施するということなので、その出席者

についての確認を行いました。 

その後、今後の教育長会の日程等の確認を行い、会は閉会しました。 

以上が日高地方定例教育長会についてです。 

なお、当日は、中学校の道徳教科用図書採択協議会と、引き続き小学校教

科用図書採択協議会が開催されましたので、それらの協議会にも出席をしま

した。 

以上です。  

３．その他  

特になし。  
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○  柚瀬委員より､｢わかやまふるさと検定は、希望者のみが受けるのです    

か｡｣との質問があり、奥教育長が､｢全員です｡｣と回答した。  

○  続けて、柚瀬委員より､｢県内のことを知ることは大事だと思うので、良

いことだと思います｡｣との意見があり、奥教育長が､｢予定では１０月から

となっています。御坊市でも、地域の遺跡や文化財を知ってもらおうとい

うことで、資料を学校に配布していますが、この検定の出題内容は県全体

に関するものです。学校でよく活用しています、和歌山に関する自然、歴

史、文化などが網羅されているわかやま何でも帳やわかやまの文化財ガイ

ドブックからの出題となります｡｣と補足説明をした。  

○  柚瀬委員より､｢それは、生徒達に配布されるのですか｡｣との質問があり、

奥教育長が､｢配布されます｡｣と回答した。  

○  柚瀬委員より､｢生徒達は、この検定が１０月に実施されることを知って

いるのですか｡｣との質問があり、奥教育長が､｢今月の校長会で連絡する予

定にしております｡」と回答した。  

○  松井委員より､｢検定ということは、合格・不合格があるのですか｡｣との

質問があり、奥教育長が､｢合格すると簡単な賞状がもらえます。県から送

られてきた原本を学校で印刷して渡すといった形になります｡｣と回答した。 

○  柚瀬委員より､｢県教委としては、検定を実施後、合格した生徒には、さ

らに知識を深めてもらうように現地研修をするといったことはしないので

すか。励みにもなると思うのです｡｣との質問があり、奥教育長が､｢今のと

ころ、そこまでは行っていないようです｡｣と回答した。  

○  松井委員より､｢親子で企業探検ツアーの対象は、幼稚園の子も含まれて

いるのですか｡｣との質問があり、奥教育長が､｢幼稚園は含まれていません。

小学４年生から６年生が対象となりますが、保護者の同伴が必要となりま

す｡｣と回答した。  

○  松井委員より､｢御坊市も最近、優良な企業が増えてきましたね｡｣との意

見があり、教育長が､｢去年、初めて実施されたのですが、評判が良かった

ので今年度も実施することになったようです｡｣と回答した。  

 

◎ 日程第５ 議事 

第２４号議案 御坊市教育委員会評価委員会委員の委嘱について承認を求め
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るの件  

○ 阪本教育総務課長から､｢本案ですが、教育委員会の権限に属する事務の

管理及び執行の状況に関する点検及び評価の実施に当たっては、評価の客

観性を確保するため教育委員会評価委員会を設けて意見をいただくように

なっています。この委員の任期が５月３１日で満了となっていますので、

６月１日からの委員について委嘱したく、承認を求めるものです。任期は

本年６月１日から平成３２年５月３１日までの２年間となっています。ご

審議のほど、よろしくお願いいたします。｣との提案理由の説明があった。 

○ 松井委員より､｢委員候補者の方々は、全員再任ですか｡｣との質問があり、

阪本教育総務課長が､｢高木委員、橋本委員は再任の方で、廣﨑委員、山本

委員、東委員は新任の方です｡｣と回答し、以後の意見等はなく、第２４号

議案については、承認することと決定した。 

 

◎ 日程第６ その他 

（１）行事予定について 

○ 阪本教育総務課長から、行事予定について報告した。 

（２) その他 

 ○ 阪本教育総務課長から、６月定例市議会における教育委員会における

一般質問、緊急質問について次のとおり報告を行った。 

「６月議会で教育関係の一般質問が３名の議員から、緊急質問が１名

の議員からありました。一般質問として、小池佐左夫議員から､≪観光

ガイドマップに掲載されているものの、定期的な見回り、整備等につい

て≫の質問があり、商工振興課で作成しているものではありますが、掲

載内容の関係で、生涯学習課長が､『観光ガイドマップには、御坊市の

文化財が多数紹介されていますので、生涯学習課からもお答えさせてい

ただきます。御坊市では、和歌山県文化財保護指導委員設置規則等によ

り、国、県指定の文化財については、文化財の状況把握と破壊行為の有

無などを確認するために年２回の文化財パトロ－ルを実施していますの

で、その時に合わせて市指定の文化財も確認しております。また、文化

財保護のため、御坊市シルバ－人材センターなどに文化財の除草などの

維持管理を委託しております｡』と答弁しております。次に、松本隆史
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議員からは、３つの質問がございました。まず１点目として､≪会津若

松市との相互交流に係る来年２月の展示会について≫の質問があり、生

涯学習課長が､『現在、会津若松市歴史資料センターまなべこでは、戊

辰１５０周年を記念した展示（会津藩士の戊辰戦争）が開催されており

ます。本市といたしましては、中野家から会津若松市に寄贈された山川

浩ゆかりの品と一緒に展示されていますパネルを会津若松市から借り受

けて、パネル展を御坊寺内町会館で開催する計画で、時期は来年の２月

初旬から３月末を予定しております。借り受けるパネルは１０枚で、会

津藩主松平容保が京都守護職に任命されてから、鳥羽伏見の戦いなどを

経て、会津藩が再興を許され斗南藩として土地を拝領するまでの会津藩

士の行動や出来事を解説したパネル９枚と小松原でのエピソード等を解

説した山川浩のパネル１枚であります｡』と答弁しております。２点目

として､≪歴史民俗資料館の文化財・展示品の保存、活用方法について

≫の質問があり、生涯学習課長が､『御坊市歴史民俗資料館は、文化財

に関する資料を調査し、収集し保存又は展示し、かつその活用を図り、

市民文化の向上を図ることを目的に設置しています。現在、歴史民俗資

料館では、堅田遺跡、岩内古墳 1 号墳・３号墳、湯川氏館跡等その他出

土遺物や民俗文化の資料を収集・保存しています。議員お尋ねの活用に

ついてですが、現在、歴史民俗資料館では堅田遺跡、岩内古墳 1 号墳・

３号墳の埋蔵文化財、米つくりや農家等に関する民具等を一般の方に展

示しています。また、来館した本市とその周辺の小学校等の児童などに

対し、１時間程度の展示解説を行っています。それから、専門的な考古

資料の調査につきましても、展示品以外でも申請があれば、閲覧・調査

等対応しています｡』と答弁しております。３点目として､≪郷土研究の

奨励について≫の質問があり、生涯学習課長が､『教育委員会では小・

中学生に、文化財を通して郷土愛を育むため文化財に関心を持ってもら

うことを目的に、本市の国、県、市が指定している史跡などの文化財の

所在地、写真、解説を掲載した資料を今年度の４月に作成し、４月の校

長会において資料の作成の経緯や説明などを行い、学校の授業で是非活

用してほしい旨を伝えてお願いしているところでございます。また、調

査、研究の前段であります文化財に関心をもってもらうことを今は第１
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に考えておりますので、議員おっしゃられる郷土研究奨励事業の導入に

ついては、今直ぐには難しいかと思いますが、市民自らが御坊の文化に

ついて、調査、研究するということは、文化の振興を図る良い事業であ

りますので、検討させていただきます｡』と答弁しております。山本直

治議員からは､≪小・中学校のトイレに関して、１点目－洋式化につい

て教育長の所感と推進のスケジュ－ル、２点目－災害時に対応できるト

イレについて≫の質問があり、ユニバ－サルデザインを取り入れたトイ

レのご提案がありました。１点目については、奥教育長が『学校トイレ

の環境改善は必要であると私も考えております。また、推進のスケジュ

－ルについては、平成３１年度までは空調設備の事業を最優先に行い、

今後関係課と協議しながら進めていきたいと考えております｡』と答弁

し、２点目については、私（教育総務課長）が､『学校は、災害時に避

難所の指定場所となっておりますので、全ての人に対応したユニバ－サ

ルデザインを取り入れることも大切であると思います。しかしながら、

現状施設の中で真のユニバ－サルデザインのトイレを確保することは困

難なところも多く、出来る範囲の中で多くの方々が、使用しやすいトイ

レの確保に努めていきたいと考えます｡』と答弁しております。さらに、

山本直治議員からは、緊急質問として､≪大阪府北部地震に関係して、

学校・通学路の安全確保について≫の質問があり、私（教育総務課長）

が､『先ず、学校施設の安全確保についてですが、校舎・屋内運動場の

耐震化については、湯川中学校の改築事業をもって終了しています。外

壁等非構造部材の耐震化につきましては、特殊建築物定期調査を実施し

ていますので、調査の結果、指摘のあった箇所については、順次改修・

修繕を行ってきているところです。また、転倒防止金具の設置等につい

ては、各学校で対応してもらっています。次に、通学路の安全確保につ

きましては、地震等の自然災害により被害を受けるような危険箇所がな

いかの再確認と、学校から通学途中に地震の揺れを感じたら建物から離

れた広い場所に逃げることなど、日頃から指導を行っておりますが、今

回の地震を受け、再度通学途中に地震が発生した場合の対応について依

頼したところです｡』と答弁しております。６月議会の一般質問と緊急

質問についての報告は以上です｡｣ 
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○ 続けて、阪本教育総務課長から､｢議会最終日に、新しい教育委員の議

案が可決されました。新聞等で既にご存じと思いますが、新しい教育委

員は文蔵武人氏です。７月の教育委員会から出席していただく予定です。

皆様よろしくお願いします｡｣と新任教育委員についての報告を行った。 

 ○ 奥教育長から、森田生涯学習課長に､｢松本議員の質問≪郷土研究の奨

励について≫の補足説明をして下さい｡｣との指示があり、森田生涯学習

課長から､｢郷土研究の奨励というのは、松本隆史議員が文教総務常任委

員会で視察に行った会津若松市において実施している事業です。内容と

しましては、個人、団体、子供（小学４年生以上)、大人を問わず、会

津に関する歴史や食、史跡などを調査研究し、レポートにまとめて提出

します。そして、審査会において審査し特別奨励賞や努力賞などを決め

ます。その後、福島県立博物館などの学芸員により、提出されたレポー

トに関するレクチャーを行うといったものです。会津若松市は歴史のあ

る町ですので、たくさんの顕彰会があります。御坊市は、今、文化財に

関心を持ってもらうことを第１に考えている段階ですので、このような

事業をすぐに導入することは難しいかと思います｡｣と説明を行った。 

 

◎ 日程第７ 次回開催日の決定 

○ 教育長が次回開催日について出席委員に諮り、７月２７日（金）午後

１時３０分からとした。 

 

◎ 閉会及び散会 

 ○ 教育長から平成３０年６月２２日（金）の御坊市教育委員会定例会の

閉会を宣告する。 

 

 

              閉会時刻 午後 ２時 ２分 閉会・散会 
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上記会議の顛末を記載し、相違のないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

          教 育 長 

 

 

          署名委員 


